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Ⅰ 総括 
１ 基本方針 

 札幌市は、平成３０年３月に、一般廃棄物処理基本計画「新スリムシティさっぽろ計画」を策

定し、これまで行ってきた廃棄物の減量・リサイクルと適正処理の取組をさらに推し進めている。 

 ついては、札幌市と連携しながら各事業を進めている当公社も、廃棄物の適正処理と減量・リ

サイクルを着実に進めていくために、下記2のとおり、重点項目を定め、その取組を行っていく。 

・事業系ごみ収集運搬事業においては、ごみ量の変化に対応した収集体制として収集の効率化に

努めるとともに、適切な作業の実施及び顧客サービスの向上を図るため、関係各社と連携した取

組を行っていく。 

・資源化事業においては､平成１０年から稼動させている中沼、駒岡の資源選別センターの施設の

老朽化が進んでいることから、前年度に引き続き計画的な保全事業を実施し、安定的な施設運営

を行っていく。また、札幌市から管理運営を受託している施設も老朽化が進んでいることを踏ま

えながら、札幌市と連携して適切な管理運営を行なっていく。 

・調査啓発事業においては、リサイクルに関する調査研究を行うとともに、顧客や市民に向けて、

ごみの減量・リサイクルの重要性や公社の取組について積極的な情報発信を行なう。 

・安定的な事業運営を行なっていくため、事業環境の変化や社会のニーズに対応しつつ、事務・

事業の見直しと経費の節減に努めていく。 

 

２ 重点項目 

（１）事業系ごみ収集運搬事業の効率化 

（２）施設の計画的な保全 

（３）リサイクルに関する研究 

（４）顧客や市民への積極的な情報発信と多様なニーズヘの対応 

（５）事務・事業の見直し及び経費の節減 

 

３ 新型コロナウイルスの影響 

昨年に引き続き、新型コロナウイルスの感染に伴う消費活動や事業活動の低下等の影響により、

本計画のごみ量が変動することも十分考えられる。 
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Ⅱ 事業計画 
１ 調査啓発事業（予算額 49,238千円） 

■事業概要 

事業経緯 
公社設立当初の平成２年から実施している自主事業。平成24年度からは公

益目的支出計画の実施事業としている。 

実施内容 

・調査研究事業～ごみの資源化やリサイクルに関する調査研究を実施。 

・普及啓発活動～資源循環型社会の実現に向けて、ごみの減量やリサイクル

の重要性について広く市民や顧客に普及啓発するため、(1)広報活動による

情報発信、(2)環境関連のイベントへの出展や協賛を行っている。 

目的・効果 リサイクルに関する調査研究、リサイクルの普及啓発。 

■令和４年度事業計画 

（１）調査研究事業 

①剪定枝等の粉砕機ハンマーに関する調査研究 

消耗品であるハンマーに関するコストダウンと効率的な処理を目的とし、従来品と形状や

材質の異なるハンマーの摩耗状況や処理能力の違いについて、平成 29 年度から長期的に調

査を実施している。令和4年度も引き続き調査を実施する。 

②剪定枝等の受入状況調査 

木質バイオマスの利用拡大に伴い、当公社剪定枝等処理事業の受入量が減少傾向となって

おり、今後の事業運営の検討資料とするため、令和3 年度から当事業に搬入される剪定枝等

の発生場所、業種等の調査を実施している。令和4年度も引き続き調査を実施する。 

  ③事業系紙おむつのリサイクルに関する調査 

高齢化社会に伴う介護需要の増加により、事業系紙おむつの排出量増加が見込まれる。札

幌市における現状を把握するため、潜在量、排出状況等について調査を実施する。 

（２）普及啓発活動 

①広報活動 

・当公社の事業内容及び各年度の事業実績等をまとめた「事業概要」を発行し（250部）、関

係先に配布する。 

・びん・缶・ペットボトルのリサイクルの普及啓発のため、小学校4年生向けの「キッズパ

ンフレット」を発行し（18,000部）、市内全校に配布する。 

・市内の小学校4年生から、びん・缶・ペットボトルのリサイクル等に関する啓発ポスター

を募集し、最優秀賞となったものを当公社のごみ収集車の車体側面に掲示して「走る掲示

板」とする啓発活動を行う。 

・ホームページ等を通じて、公社事業の最新情報を発信する。 

②イベントへの参加・協賛及び広告掲載等によるＰＲ 

・「環境広場さっぽろ」等の環境関連イベントに出展し、ごみ減量やリサイクル等の普及啓発 

を行う。 

・「さっぽろこども環境コンテスト」その他各種イベント等への協賛のほか、雑誌等の各種広

告媒体を活用した広報活動・普及啓発を行う。 
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２ 不燃用プリペイド袋リサイクル事業（予算額 63,491千円） 

■事業概要 

事業経緯 
平成21年4月から実施している公社の自主事業。平成24年度からは公益

目的支出計画の実施事業としている。 

実施内容 

市内少量排出事業所から不燃用プリペイド袋で排出される不燃ごみを対

象に、びん・缶・ペットボトル、金属類等の資源物を選別してリサイクル

している。 

実施場所 

（受入施設） 

篠路資源化センターのチップ工場内に設置した積替保管施設 

 ※チップ工場 昭和63年3月完成の市有施設（公社が無償借り受け） 

 ※選別に係わるものは公社が設置 

目的・効果 資源の有効利用、埋立地の延命化。 

【選別品目と活用方法】 

選別品目 選別後の活用方法等 

びん・缶・ペットボトル 一括選別して中沼資源選別センターに搬入し、品目ごとに再選別。 

電線・その他金属 金属再生事業者に売却。 

軟質プラスチック等 ごみ資源化工場の固形燃料原材料として活用。 

 

 

 

 

 

事業計画

、 1.9% 増

増、 0.7% 増

計　画

2,000ｔ

摘　　　要

■令和4年度

前年度計画比 0.0%

項　　目

不燃用プリペイド袋受入量

※設定根拠：公社事業系ごみ収集運搬計画に基づき設定。

前年度実績見込比

683ｔ資源物 前年度計画比 前年度実績見込比1.3%

受入 ﾘｻｲｸﾙ

100 t ( 4.9% )

処分

※資源物内訳量と残さ量は、過去3年平均による推定値とする

t ( 66.8% )

※内電線屑  4 t 程度

t ( 14.7% )

t ( 33.2% )

t ( 13.6% )

t 683

280

303

残さ 1,377

2,000

ごみ資源化工場

不燃用ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ袋

積替保管施設

【参考】図2-1 令和4年度 不燃用プリペイド袋リサイクル事業計画フロー図

焼却及び

　破砕処分へ

不燃用ﾌﾟﾘﾍﾟ袋

びん・缶・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

電線・その他金属

軟質プラスチック等

資源物

は見込、同上段は計画値）

R元年度

計画比 0.0%

2,204ｔ 実績見込比 1.9% 増

314ｔ

115ｔ

313ｔ

742ｔ

1,544ｔ

32.5%

残さ

リサイクル率

704ｔ

1,420ｔ

33.1%

1,350ｔ

33.6%

※内電線屑  4 t 程度

691ｔ

1,366ｔ

683ｔ

1,377ｔ

33.2%33.4% 資源物合計/(資源物合計＋残さ）

2,000ｔ

280ｔ

100ｔ

303ｔ

R04年度
計画

310ｔ

直近3年間の実績

平均

2,062ｔ

291ｔ

1,963ｔ

281ｔ

項　　目

受入量

R02年度

2,019ｔ

277ｔ

101ｔ

313ｔ

R03年度
(見込)
2,000ｔ

94ｔ

304ｔ

資
源
物

びん・缶・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

電線・その他金属

軟質プラスチック等

資源物合計 678ｔ

【参考】表2-2 直近3年間の事業実績と 令和4年度 (※3年度計画

（令和04年度計画の状況）

103ｔ

摘　　要
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３ 資源化事業（予算額 1,264,266千円） 

３－１ 剪定枝等処理事業（予算額 59,060千円） 

■事業概要 

事業経緯 
平成 20 年 9 月の旧㈱札幌リサイクル公社廃止に伴う継承事業で、平成 20

年10月から当公社の自主事業として実施している。 

実施内容 

街路樹、公園、建設工事等から発生した剪定枝、伐採木等を受け入れ、破砕

処理等して45ｍｍ以下のチップに加工し、堆肥の原料やボイラー熱源、畜

舎の敷きわら等として需要先に供給している。 

実施場所 

（受入施設） 

篠路資源化センターのチップ工場 昭和63年3月完成の市有施設 

※行政財産使用許可を得て、有償で公社が借り受け 

横型回転破砕機（15ｔ/ｈ）×1基、振動篩等 

目的・効果 資源の有効利用、清掃工場の負荷軽減、埋立地の延命化。 

【受入対象物】街路樹や公園、建設工事等から発生した剪定枝、伐採木、抜根 

【受入条件】幹は直径80㎝以内、長さ2ｍ以内 

       根は最大寸法（直径または長さ）1ｍ以内で、土を落としたもの 

【チップ仕様】45mm以下（用途に応じ原料の水分量を考慮、大きさ等を調整） 

【供 給 先】堆肥生産事業者（堆肥原料）、熱供給事業者（ボイラー熱源）、牧場（敷きわら） 

 

 
 

 

 
 

 

事業計画

、 6.5% 減 

、 16.4% 減 

※設定根拠　受入量　　　：年度により変動があることから直近の実績より少なめに設定。

　　　　　　チップ出荷量：受入量に見合う数量を設定。

■令和4年度

4,500ｔ

計　画

前年度計画比

前年度計画比

摘　　　要

6,000ｔ 0.0%

0.0%

項　　目

剪定枝等受入量

チップ搬出量

前年度実績見込比

前年度実績見込比

事業計画フロー図
受入 ﾘｻｲｸﾙ

※内訳量は「剪定枝等チップ出荷計画」による

剪定枝等処理事業

38.4% )

t ( 0.0% )

t ( 46.7% )

t ( 14.9% )

)

)

その他

t

t (
熱供給事業者等
(ボイラー熱源)

1,730

0

4,500

2,100

670
ごみ資源化工場
（チップ工場）

剪定枝チップ

堆肥業者
（堆肥原料）

牧場
（敷きわら）

剪定枝等 6,000

4,270

1,730

t

t (

t (

一般廃棄物

産業廃棄物

【参考】図3-1 令和4年度

71.2%

28.8%

は見込、同上段は計画値）

R元年度

計画比 0.0%

7,914ｔ 実績見込比 6.5% 減 

計画比 0.0%

8,317ｔ 実績見込比 16.4% 減 5,999ｔ
チップ出荷量

4,301ｔ 5,380ｔ

【参考】表3-2 直近3年間の事業実績と

6,323ｔ

直近3年間の実績

剪定枝等受入量

R04年度
計画

令和4年度

R02年度
項　　目

4,500ｔ

R03年度
（見込）

6,000ｔ

6,415ｔ

6,000ｔ

4,500ｔ

摘　　要
（令和04年度計画の状況）

計画 (※3年度

平均

6,884ｔ
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３－２ びん・缶・ペットボトル選別事業（予算額 1,010,670千円） 

■事業概要 

事業経緯 

札幌市が容器包装リサイクル法に基づくびん・缶・ペットボトルの資源物収集を

開始するにあたり、公社が選別施設を建設して市から選別業務の委託を受ける旨

の協定を締結、施設の完成後、平成10年10月から本格実施している札幌市から

の受託事業。 

実施内容 

・札幌市が収集する家庭から排出されるびん・缶・ペットボトルを受け入れ、国

及び(公財)日本容器包装リサイクル協会の分別基準に従い、選別・圧縮・梱包等

の処理を行い、リサイクル業者に引き渡す等している。 

・公社が収集する事業系のびん・缶・ペットボトルについても、公社の自主事業

として同様の処理を行っている。 

・なお、駒岡センターの手選別業務については、札幌市との当初の協定に基づき、

障がい者雇用促進の一環として軽度知的障がい者の福祉団体に委託している。 

実施場所 

(受入施設) 

中沼資源選別センター（平成10年9月竣工） 

 処理能力 36.7ｔ/日(8h)×3系列＝110ｔ/日(8h) 

駒岡資源選別センター（平成10年9月竣工） 

 処理能力 38.5ｔ/日(8h)×2系列＝ 77ｔ/日(8h) 

目的・効果 資源の有効利用、埋立地の延命化 

 

 

 
 

家庭系 事業系

23,237ｔ 913ｔ

11,163ｔ 347ｔ

0.5% 増

1.2% 減 

　※設定根拠：公社事業系ごみ収集運搬計画に基づき設定。■令和4年度 事業計画

中沼資源選別センター

駒岡資源選別センター

項　　目

受
入
量

合　　計

合計

24,150ｔ

11,510ｔ

35,660ｔ

摘　　要

34,400ｔ 1,260ｔ
前年度計画比

前年度実績見込比

受入 ﾘｻｲｸﾙ

)

【参考】図3-3

35,660

34,400

1,260

指定法人

（家庭系）

ﾘｻｲｸﾙ業者

（事業系）

ﾘｻｲｸﾙ業者

（家庭系）

指定法人

（家庭系）
26.1% )

7,504 t ( 22.3% )

26,160 t ( 77.7% )

4,264 t (

 埋立処分へ

ﾘｻｲｸﾙ業者

（事業系）

)

8,775 t (

ﾘｻｲｸﾙ業者

（事業系）

 焼却処分へ

t (

t (

12.7% )

10.6%

6.5% )

t ( 11.0% )

)

t ( 19.2% )6,475

)

t ( 11.2% )

t (

　 処分

中沼資源
選別ｾﾝﾀｰ

駒岡資源
選別ｾﾝﾀｰ

資源物合計

ペットボトル

スチール缶

アルミ缶

缶類

2,211

残さ

その他びん 3,593

びん類

不燃残さ 3,718

3,786

10,910

白びん 3,764

茶びん 3,553

可燃残さ

32.4%

t ( 11.2%

t ( 10.6%

びん・缶・ペット

)

)

家庭系

事業系

t

t (

t (

96.5%

3.5%

令和4年度 びん･缶･ペットボトル選別事業事業計画フロー図
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【資源物の引き渡しについて】 

○ 札幌市収集分の資源物については、資源物の種類ごとの市況に応じ、(公財)日本容器包装リサ

イクル協会を通じた指定法人ルートまたは札幌市が再商品化事業者と直接契約する独自ルート

のいずれかで再商品化事業者に引き渡している。 

○ 公社が収集した事業系の資源物（搬入量比で案分）については、札幌市の家庭系資源物が指定

法人ルートまたは独自ルートのいずれかで引き渡し先となったリサイクル業者（再商品化事業

者）を相手方とし、公社が独自に別途契約して引き渡している。 

 

■ 重点事業 

   施設の計画的な保全 

   駒岡資源選別センター・・・施工から20年以上が経過し、老朽化が進んでいることから、建

屋の外壁改修を行う。（中沼資源選別センターについては、令和

5年度に実施を予定している。） 

    

 

令和4年度 計画

R元年度 R02年度
R03年度
(見込)

(計画値➜) 35,470ｔ 計画比 0.5% 増

35,289ｔ 36,831ｔ 36,077ｔ 実績見込比 1.2% 減 

(計画値➜) 34,200ｔ 計画比 0.6% 増

33,777ｔ 35,647ｔ 34,832ｔ 実績見込比 1.2% 減 

(計画値➜) 1,270ｔ 計画比 0.8% 減 

1,512ｔ 1,184ｔ 1,245ｔ 実績見込比 1.2% 増

11,458ｔ 11,330ｔ 11,004ｔ

4,071ｔ 4,061ｔ 3,768ｔ

3,766ｔ 3,698ｔ 3,614ｔ

3,621ｔ 3,571ｔ 3,623ｔ

6,090ｔ 6,560ｔ 6,654ｔ

3,813ｔ 4,216ｔ 4,437ｔ

2,277ｔ 2,344ｔ 2,217ｔ

8,260ｔ 8,632ｔ 9,069ｔ

25,808ｔ 26,522ｔ 26,727ｔ

4,200ｔ 4,065ｔ 3,821ｔ

3,264ｔ 3,925ｔ 3,819ｔ

7,464ｔ 7,990ｔ 7,640ｔ

77.6% 76.8% 77.8%

※リサイクル率＝資源物搬出量合計／(資源物搬出量合計＋残さ合計）

※令和04年度計画は「令和4年度　資源物等搬出計画量」による

は見込、同上段は計画値）

摘　　要
（令和04年度計画の状況）

家庭系のみ
　指定法人ルート

びんと同様

事業系

びん

白びん

茶びん

項　　目

受入量

資
源
物
搬
出
量

36,066ｔ

(計画値➜)

(※3年度

リサイクル率

その他びん

缶

アルミ缶

スチール缶

ペットボトル

残
さ

資源物搬出量合計

可燃残さ

埋立残さ

残さ合計

【参考】表3-4 直近3年間の事業実績と

家庭系

3,693ｔ

3,605ｔ

6,435ｔ

4,155ｔ

R04年度
計画

35,660ｔ

34,400ｔ

1,260ｔ

10,910ｔ

3,764ｔ

3,553ｔ

3,593ｔ

6,475ｔ

34,752ｔ

(計画値➜)

1,314ｔ

11,264ｔ

3,967ｔ

平均

直近3年間の実績

(計画値➜)

26,352ｔ 26,160ｔ

4,029ｔ 3,786ｔ

3,669ｔ 3,718ｔ

4,264ｔ

2,211ｔ

8,775ｔ

2,279ｔ

8,654ｔ

7,698ｔ

77.4%

7,504ｔ

77.7%
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３－３ 施設管理受託事業（予算額 167,526千円） 

■事業概要 

事業経緯 
札幌市から委託を受け、市有リサイクル施設の運営管理を下記の４つ

の事業区分で当公社が実施している。 

実施内容 

札幌市からそれぞれ専門業者に別途発注されている各施設のプラント

運転、受入、選別、搬出等業務について、市の計画に基づき、密な連絡

調整のもと、当公社が各作業及び施設運営の総括管理を実施している。 

【事業区分】 

（１）ごみ資源化工場ほか施設管理事業 

（ごみ資源化工場、篠路破砕工場、分岐棟） 

（２）中沼プラスチック選別センター施設管理事業 

（３）中沼雑がみ選別センター施設管理事業 

（４）札幌市リサイクル団地管理事業 

目的・効果 市有施設の適正かつ効率的運用による安定したごみ処理の実施。 

 

■令和4年度 事業計画 

（１）ごみ資源化工場ほか施設管理事業（予算額 73,911千円） 

【対象施設と事業内容】 

①ごみ資源化工場及び貯留サイロ 

・ＲＤＦ工場（平成2年3月完成）、チップ工場（昭和63年3月完成）、貯留サイロ（昭和61年6月完成） 

・事業系の紙くず及び木くずを受け入れて固形燃料を生産し、熱供給事業者に供給 

・公社の実施内容はごみ資源化工場運営の総括管理及び計量徴収業務（平成19年度までは運転・運搬も含 

 めて一括受注） 

・別途発注業務（資源化工場の運転業務、固形燃料運搬業務、等） 

②篠路破砕工場 

・篠路破砕工場（昭和55年12月完成） 

・自己搬入ごみ、大型ごみ等の受入及び破砕処理 

・公社の実施内容は破砕工場運営の総括管理 

・別途発注業務（破砕工場の設備等運転業務、可燃物等運搬業務、計量徴収業務、等） 

③分岐棟（インフラ供給施設） 

・付帯施設※に代わる受変電設備等のインフラ供給施設（令和3年8月完成） 

※付帯施設（旧清掃工場）は解体工事中（令和7年3月 工事完了予定） 

   ・受変電、給排水、給汽設備等の運転による敷地内各施設への供給等 

・公社の実施内容はインフラ供給施設運転の総括管理 

・別途発注業務（分岐棟の設備等運転業務） 
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　　ごみ資源化工場（ＲＤＦ工場）

前年度計画比 3.6% 減、 前年度実績見込比 9.5% 増

前年度計画比 7.7% 減、 前年度実績見込比 11.4% 増

前年度計画比 4.3% 減、 前年度実績見込比 6.9% 増

　　篠路破砕工場

前年度計画比 5.9% 減、 8.2% 減 

13,248ｔ

ごみ受入量

固形燃料生産量

固形燃料出荷量

項　　目 計　画

15,242ｔ

13,443ｔ

【令和4年度事業計画】 ※設定根拠：札幌市ごみ処理計画及び事業実績に基づき設定。

摘　　　要

項　　目 計　画 摘　　　要

ごみ受入量 9,973ｔ 前年度実績見込比

事業計画フロー図

受入 生産

※内訳量は過去3年平均による推定値とする 　　※残さ量は過去3年平均による推定値とする

事業計画フロー図

受入 搬出

　　※搬出量は過去3年平均による推定値とする

※内訳量は過去3年平均による推定値とする

t

可燃物 10,990 t

)

)

)

)

)  売却
回収金属
（鉄）

696

)

0.0%

自己搬入ごみ t ( 53.3%

地域清掃ごみ t (

各施設残さ t (

許可業者 t ( 9.9%

2.1%

燃やせないごみ t ( 7.6%

大型ごみ t ( 27.1%2,707

760

1

984

5,310

211

 焼却処分へ

 熱供給事業者へ

t

t

t

受入ごみ量

可燃残さ 1,319

13,248

3.7%

29.6%

 焼却処分へ

紙くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

)t ( 0.0%

t (雑がみ残さ )

篠路破砕工場

9,973

t

固形燃料

t ( )

)

)

t

　　出荷

固形燃料 13,443 固形燃料原料

令和4年度

令和4年度

【参考】図3-5

【参考】図3-6

ごみ資源化工場

篠路破砕工場

ごみ資源化工場
（ＲＤＦ工場）

枝葉草残さ

木くず t ( 16.2%

t ( 50.5%

15,242

2,472

7,703

562

4,505

0

計画

R元年度

3.6% 減 

16,187ｔ 9.5% 増

7.7% 減 

13,984ｔ 11.4% 増

4.3% 減 

13,074ｔ 6.9% 増

5.9% 減 

13,187ｔ 8.2% 減 

7.5% 減 

15,507ｔ 4.5% 減 

5.9% 減 

920ｔ 0.2% 減 

摘　　要
（令和04年度計画の状況）

資源化工場
（ＲＤＦ）

篠路
破砕工場

可燃ごみ搬出量

金属(鉄)搬出量

項　　目

ごみ受入量

固形燃料生産量

固形燃料出荷量

ごみ受入れ量

R03年度
(見込)

15,811ｔ

13,921ｔ

14,561ｔ

12,071ｔ

13,840ｔ

12,392ｔ

10,603ｔ

10,868ｔ

11,881ｔ

11,503ｔ

740ｔ

698ｔ

【参考】表3-7 直近3年間の事業実績と 令和4年度

R02年度

14,611ｔ

12,692ｔ

13,309ｔ

12,375ｔ

13,133ｔ

924ｔ

(※3年度

直近3年間の実績

平均

14,906ｔ

R04年度
計画

15,242ｔ

13,443ｔ

12,916ｔ

13,248ｔ

12,925ｔ

9,973ｔ

12,143ｔ

10,990ｔ

13,381ｔ

847ｔ

696ｔ

計画比

実績見込比

計画比

実績見込比

計画比

実績見込比

計画比

実績見込比

は見込、同上段は計画値）

計画比

実績見込比

計画比

実績見込比
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（２）中沼プラスチック選別センター施設管理事業（予算額 39,639千円） 

【対象施設と事業内容】 

中沼プラスチック選別センター 

・平成12年6月完成 処理能力82.6ｔ/日（3系統の選別ライン、圧縮梱包機等で構成） 

・市が収集する容器包装プラスチックごみを受け入れ、国及び（公財）日本容器包装リサイク 

ル協会が定める分別基準に従い、選別・圧縮・梱包等の処理を行い、同協会を通じて再商品 

化事業者に引き渡す事業。 

・再商品化事業者におけるリサイクル用途は再生プラスチックや高炉還元剤等。 

・公社の実施内容は、市との密な連絡調整に基づく別途発注業務の総括管理。 

・別途発注業務（プラスチック選別センターの運転業務、残さ運搬業務、等） 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

0.7% 増、 3.3% 減 

4.3% 増、 0.7% 増

容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ受入量

圧縮梱包品引渡量

30,300ｔ 前年度実績見込比前年度計画比

前年度計画比

【令和4年度事業計画】

摘　　　要

28,697ｔ 前年度実績見込比

項　　目 計　画

※設定根拠：札幌市ごみ処理計画及び事業実績に基づき設定。

受入 リサイクル 28,697 t ( 97.3% )

( 110,221 個)

リサイクル

処分

※梱包品数、ペットボトル、残さ量は過去3年平均による推定値とする

容器包装
プラスチック

30,300 t

中沼資源
　選別センター

焼却及び破砕処分へ

容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
(圧縮梱包品)

残さ 746

t ( 0.2% )

t ( 2.5% )

【参考】図3-8

中沼ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
選別ｾﾝﾀｰ

令和4年度 中沼プラスチック選別センター事業計画フロー図

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 64

【参考】表3-9 計画

R02年度

計画比 0.7% 増

31,248ｔ 実績見込比 3.3% 減 

計画比 4.3% 増

28,588ｔ 実績見込比 0.7% 増

摘　　要
（令和04年度計画の状況）

27,490ｔ

28,697ｔ

R元年度

R04年度
計画

30,300ｔ

直近3年間の事業実績と 令和4年度

28,192ｔ

29,992ｔ

項　　目

容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ受入量

圧縮梱包品引渡量

31,333ｔ

27,504ｔ

28,497ｔ

R03年度
(見込)

30,100ｔ

(※3年度 は見込、同上段は計画値）

直近3年間の実績

平均

30,858ｔ



- 10 - 

 

（３）中沼雑がみ選別センター施設管理事業（予算額 27,008千円） 

【対象施設と事業内容】 

中沼雑がみ選別センター 

・平成21年7月供用開始（平成9年4月完成の旧建設系廃材リサイクルセンターを改修） 

・処理能力85ｔ/日（2系統の選別ライン、圧縮梱包機等で構成） 

・市が収集する家庭から排出される雑がみを受け入れ、選別・圧縮・梱包等の処理を行い、市

が一般競争入札で売却先とした再資源化事業者に引き渡す事業。 

・再資源化事業者における雑がみ等の用途は再生紙、トイレットペーパーの原料等。 

・公社の実施内容は、市との密な連絡調整に基づく別途発注業務の総括管理。 

・別途発注業務（雑がみ選別センターの運転業務、手選別業務、残さ運搬業務、等） 

※手選別業務については知的障がい者雇用のため福祉団体に委託されている。 

 

 

 

 

 

4.6% 減、 13.5% 増

6.2% 減、 25.6% 増

4.6% 減、 24.4% 増

6.1% 減、 25.6% 増

計　画

雑がみ受入量 10,480ｔ 前年度実績見込比

摘　　　要

圧縮梱包品引渡量合計 8,300ｔ 前年度計画比 前年度実績見込比

雑がみ圧縮梱包品引渡量 7,965ｔ 前年度実績見込比

【令和4年度事業計画】 ※設定根拠：札幌市ごみ処理計画及び事業実績に基づき設定。

項　　目

前年度計画比

前年度計画比

主要古紙圧縮梱包品引渡量 335ｔ 前年度実績見込比前年度計画比

事業計画フロー図

受入 リサイクル 7,965 t ( 77.9% )

( 7,190 個)

リサイクル 335 t ( 3.3% )

( 400 個)

リサイクル

処分

※梱包品数、残さ量は過去3年平均による推定値とする

雑がみ 10,480 t

ごみ資源化工場へ

破砕処分へ)

)18.3%

0.5%

t

t

1,870 (

(

【参考】図3-10

中沼雑がみ
選別ｾﾝﾀｰ

中沼雑がみ選別センター令和4年度

残さ
(不燃物等)

再商品化事業者へ
(ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ等)

再商品化事業者へ
(新聞･雑誌､ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ等)

52

主要古紙
(圧縮梱包品)

雑がみ
(圧縮梱包品)

固形燃料原料

【参考】表3-11 計画

R02年度

計画比 4.6% 減 

9,936ｔ 実績見込比 13.5% 増

計画比 6.2% 減 

7,228ｔ 実績見込比 25.6% 増

計画比 4.6% 減 

324ｔ 実績見込比 24.4% 増

計画比 2.2% 増

2,039ｔ 実績見込比 9.3% 減 

直近3年間の事業実績と

10,980ｔ

摘　　要
（令和04年度計画の状況）

9,236ｔ

7,874ｔ

R元年度

7,147ｔ

8,488ｔ

6,339ｔ

10,561ｔ

項　　目

雑がみ受入量

圧縮梱包品引渡量
（雑がみ）

圧縮梱包品引渡量
（主要古紙）

固形燃料原料

327ｔ

1,969ｔ

は見込、同上段は計画値）令和4年度

R03年度
(見込)

(※3年度

351ｔ

269ｔ

1,830ｔ

2,062ｔ

直近3年間の実績

平均

9,911ｔ

307ｔ

2,023ｔ

R04年度
計画

10,480ｔ

7,965ｔ

335ｔ

1,870ｔ
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（４）札幌市リサイクル団地管理事業（予算額 26,968千円） 

【管理対象施設】 

札幌市リサイクル団地 

・札幌市リサイクル団地は、廃棄物の適正処理・リサイクルを総合的に推進するモデル的な廃 

棄物の処理施設群。 

・平成6～8年度に札幌市が基盤造成を実施、平成7年度から順次官民のリサイクル施設が立 

地し、現在は民間6社7施設、市有2施設、公社1施設の合計10施設が稼働している。 

【事業内容】 

・当該団地管理事業は札幌市から委託を受けて公社が下記の業務を行うもの。 

①リサイクル団地の連絡調整・見学対応等業務 

②リサイクル資料館、ふれあいホールの維持管理業務 

③井水供給設備の維持管理業務 

④団地内の市道及び雨水桝等点検、雨水調整池等整備、市道清掃、除排雪、臭気指数等調査 

⑤リサイクル団地協議会の運営業務（会議は原則月1回開催：7・12月を除く） 

⑥その他の管理業務 

   

 

 

 

 

【参考】図3-13 見学者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※3年度

R元年度 R02年度
R03年度
(見込)

平均

見学件数 168件 38件 68件 91件

見学者数 2,921人 258人 481人 1,220人

は見込み）【参考】表3-12 直近3年間の見学対応実績

計画値の設定は行わない

計画値の設定は行わない

項　目

直近3年間の実績

※見学申込みの受付案内は当公社ホームページに掲載。

※令和02､03年度は新型コロナ感染拡大防止策として札幌市及び公社施設は概ね見学中止。

摘　　要
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３－４ 大型ごみ収集センター管理運営事業（予算額 27,010千円） 

■事業概要 

事業経緯 

札幌市が平成 9 年度から開始した大型ごみの戸別収集の申し込み受付等

を行う大型ごみ収集センターについては、当初は管理部門を市の直営体制

で行っていたが、平成11 年度から当公社が受託し、市との密な連携のも

と、事業を実施している。 

実施内容 

・札幌市の所管課及び別途発注業務との総括調整 

  別途発注業務：電話受付業務、収集業務 

・収集車両台数の調整、未収集等苦情対応、作業調整等 

・電話受付業務受託者が対応困難な苦情・問合せ等への対応 

実施場所 大型ごみ収集センター（北１条西10丁目 ユーネットビル2F） 

目的・効果 札幌市のごみ処理計画に基づく円滑な事業の実施。 

 

 
【参考】図3-15 大型ごみ収集量推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和4年度

前年度計画比 4.1% 増、 0.6% 減 

前年度計画比 3.6% 増、 2.2% 減 

前年度計画比 3.4% 増、 2.0% 減 

前年度計画比 1.7% 増、 0.2% 増

※設定根拠：直近数年間の事業傾向に基づき設定。事業計画

項　　目 摘　　　要計　画

503,930件

340,443件

前年度実績見込比

前年度実績見込比

前年度実績見込比

前年度実績見込比受付･問合せ件数

収集件数

収集個数

収集量(重量)

839,863個

12,000ｔ

計画

R02年度

計画比 4.1% 増
521,663件 実績見込比 0.6% 減 

計画比 3.6% 増
349,118件 実績見込比 2.2% 減 

計画比 3.4% 増
861,547個 実績見込比 2.0% 減 

計画比 1.7% 増
12,763ｔ 実績見込比 0.2% 増

※令和元年度実績の増要因　　：令和元年10月の消費税増税に伴う駆込み排出により増加

※令和02､03年度実績の増要因 ：新型コロナ感染拡大防止対策として、在宅時間が増加

収集件数

収集個数

収集量(重量)

摘　　要
（令和04年度計画の状況）R03年度

(見込)

(※3年度 は見込、同上段は計画値)直近3年間の事業実績と 令和4年度

直近3年間の実績

平均

【参考】表3-14

受付･問合せ件数

R元年度

473,494件

11,403ｔ

項　　目

325,412件

812,544個
812,284個
857,199個
11,800ｔ

484,100件
507,094件
328,528件

令和04年度
計画

503,930件

340,443件
500,750件

340,920件

843,763個

12,047ｔ

348,230件

11,975ｔ

839,863個

12,000ｔ
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４ 事業系ごみ収集運搬事業 （予算額 5,582,138千円） 

■ 事業概要 

事業経緯 平成６年４月から実施している公社の自主事業。 

実施内容 1. 札幌市内の契約事業所が排出する事業系一般廃棄物の収集運搬。 

・焼却する「一般ごみ」と「リサイクルごみ」に分けて分別収集。 

・リサイクルごみの種類は、紙くず・木くず・軟質プラスチックの「資源化

ごみ」、「生ごみ」､「不燃用プリペイド袋」、「剪定枝」、「びん・缶・ペットボ

トル」 

2. 家庭から排出される引越ごみなどの一時的な多量ごみや自作パソコンの

収集運搬。 

収集先 伝票収集：約10,000事業所、プリペイド袋収集：約22,000事業所 

運搬先 「一般ごみ」→ 白石・駒岡・発寒の各清掃工場 

「資源化ごみ」「不燃用プリペイド袋」「剪定枝」→ 篠路の資源化工場 

「生ごみ」→ 中沼の札幌飼料化リサイクルセンター、定山渓環生舎 

「びん・缶・ペットボトル」→ 中沼・駒岡の各資源選別センター 

目的・効果 廃棄物の適正処理とリサイクルの推進 

■ 令和4年度 事業計画（年間収集量） 

ごみの種類 収集量：体積 (㎥) 収集量：重量 (ｔ) 

一般ごみ 754,552（  757,890） 117,900 (122,720） 

資源化ごみ 84,510（   87,520） 6,600 (  6,840） 

生ごみ 42,600（   43,460） 20,000（ 19,650） 

不燃用プリペイド 26,774（   25,540） 2,000（  2,000） 

剪定枝 2,514（    2,450） 230（    200） 

びん・缶・ペットボトル 14,530（   15,100） 930（    940） 

合  計 

【前年度計画比】 

925,480 (  931,960) 

【0.7％減】 

147,660 (152,350) 

【3.1％減】 

※（ ）内は前年度計画量。  

■ 直近３年間の事業実績 

 直近３年間の実績 R4年度 

計画 
前年度比 

R元年度 R2年度 R3年度見込 平均 

体積 (㎥) 1,045,842 923,288 953,542 974,224 925,480 
計画比0.7％減 

見込比2.9％減 

重量 (ｔ) 169,963 145,086 147,923 154,324 147,660 
計画比3.1%減 

見込比0.2％減 
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■ 重点事業 

（１）事業系ごみ収集運搬事業の効率化 

 

① 総収集回数の削減に向けた取組み 

事業所毎の排出量と当該事業所の収集回数が見合っていない過剰な収集回数が効率化の進

まない大きな原因となっているため、収集量と収集回数を整合させるなどにより総収集回数

を削減していく。 

   また、非効率な収集ルートについて、収集件数、取決事項、走行距離などの非効率要因を、

調査・分析して、出来るところからルートの統合・再編成などの見直し作業を進める。 

 

② 事務作業・収集作業に支障のある顧客サービスの見直し 

  プリペイド袋収集受注件数の約６割が電話による収集申込であり、事務作業の負担となっ

ていることから、ＷＥＢサポート機能の「プリペイド袋収集受付システム」の利用促進を図る

とともに、電話やＦＡＸによる当日の収集受付は、円滑な収集作業の支障となることから今後

も改善に取り組んでいく。 

 

（２）インターネットを活用した顧客サービスの充実         

ＷＥＢサポート機能の「年間収集実績」「請求金額のおしらせ」「プリペイド袋収集受付シ

ステム」の登録の有・無、ユーザーＩＤ、初期パスワードなどの各アカウント情報を「業務

管理システム」に表示させる機能を追加する。また、「プリペイド袋収集受付システム」を導

入し、顧客からのプリペイド袋収集の依頼を２４時間受付できる体制としているが、現在午

後５時までの受注受付を翌日収集としているものを、「プリペイド袋受注データ自動配車機

能」により、受注受付時間の延長を検討するなど、顧客サービスの充実を図っていくものと

する。 

 

（３）新たな請求書集計及び発行業務委託の検討     

    毎月、約6,200事業所に発行している「請求書」については、請求書集計及び印刷発行業

務を外部委託しているが、機器の老朽化及び業務の縮小を理由に、現在の委託契約先から、

令和4年度を以って契約を終了したい旨の申し入れがあったことから、請求書集計及び印刷

発行業務の新たな委託方法を早急に検討するとともに、これに伴うプログラム開発を実施す

る。 

    また、令和5年10月から導入される「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制

度）」の対応も併せて検討する。 


